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市庁舎におけるＣＯ２濃度の「見える化」共同実証実験について 
～8 台の IoT 型センサーで市庁舎の CO2濃度を可視化～ 

 

国立大学法人 電気通信大学（以下「電通大」）と調布市は、調布市庁舎内の CO2 濃度を可視

化し、良好な換気状態を維持する実証実験を、産学官連携の取組の一環として共同で実施します。 

実施にあたっては、電通大 情報理工学研究科の田中・石垣研究室及びｉ－パワードエネルギ

ー・システム研究センターの横川研究室が開発した高精度の小型 CO2 センサー（以下「センサー」）

を活用します。 

 
小型 CO2センサー 

 

  
CO2濃度の可視化イメージ（合成写真）  

ニュースリリース 



 

【概要】 

市民が多く来庁される調布市庁舎の１～３階にセンサーを設置し、周囲のＣＯ２濃度を測定し、

センサーの色と数値表示により測定値を「見える化」します。測定値が基準値 1,000ppm（注１）を超

過した場合は、周辺各課の調布市職員による換気を実施します。 

併せて、測定値が基準値を超過した場合は、無線ネットワークを経由してデータを収集している

電通大から調布市の担当課へ自動的にメールが送信され、当該情報に基づいて担当者が適切な

換気を実施します。 

（注１） 基準値 1,000ppm とは、法令で定められている二酸化炭素含有量の基準 

 

【設置機器】 

(1) 小型 CO2センサー  ８台 

(2) タブレット端末     １台（総合案内のみ） 

 

【設置場所】 

(1)  調布市庁舎 １階 １０１会議室（マイナンバー第２窓口） 

(2)  調布市庁舎 ２階 市民ロビー、総合案内、北側共用通路、南側共用通路 

(3)  調布市庁舎 ３階 北側共用通路、西側共用通路、南側共用通路 

 

【運用開始】 

６月１日（火） 
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